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これからの公民科教育を考える

東京工業大学大学F完紋股 同爪大三山IS

変容する社会の社会科(学)

はじめに、高等学校の 「社会利Jについて、社会科学全般とI!AJ述付けてお話したいと思

この部分は以前 (1993年10月 7日)にこの研究会でもお話したものです。います。

社会不1.(学)とは、「社会Jについての 「科学:(1引 な研究と理解でき 、その研究対象は人

聞の行為と行為をもたらす側値判断の集梢です。それは、なぜ大切なのかその型由を考え

る 「意l床J、人間にとって大切な r1illi値」、していいことと悪いことを考える 「ルール」 な

どです。またその研究方法は、実証という手続きが必要な 「不|学Jでなければならず、す

べての人が永認する探拠をそなえる必要があります。事実だけではな く納得できる論理も

必要なのです。ですから私は、社会科(学)教育では、科学として社会を実証できるよう

な能力を身に付けるためにも、観察者であるよ りも当事者であるという意識を与えること

が必要であり、そのためには知識ではなくて実践(プラクシス)、つまり市民としての行動

様式の習得を目指すことが特に大切で・あると考えます。

社会科の不|目には さまざまなものがありますが、歴史では過去の、 地理では現在の、そ

れぞれ社会の事実関係とその意味を考えなければならないのですが、その意I!米を深〈考え

ることなく、これらの利目を単に入試のための知識のl暗記に還元してしまう傾向があるよ

うに思えます。これは社会不|が社会科学とは正反対に向かっている残念な傾向であると私

には思えるのです。それは、「政治・経済Jや「現代社会Jr倫理Jなども同 じで、政治学

や経済学、社会学や留学などの本質に少しでも迫るような取り 上げ方をされているのだろ

うかと考えます。とはいっても、教育現場ではさまざまな工夫が試みられているのかもし

れません。 しかし、重要で現実的なテーマほど、教えにくいのが現実ではないでしょうか。

たとえば、!~J(， 4f1 責任は戦後世代の「反省」 や 「追及」とい う JI三で教えられますが、これ

では1i攻1'1:1、1除後生まれにかかわ らず、 li止Hijや!i役rj..をJ13と単純にぢ・えて しまう 。そのため、

失敗のメカニズムからは知関係であるという、当事者意識の欠如した卵、民任主態度につな

がりかねない。恕ì1~についても、本米は III 'まと人民の統治契約である に もかかわらず、つ

い )!t::i去を尊重することイコール謎芯と考え てしまって、 clミの川に 1iíli って しまうようなUl~i布

となる。差別のIHH国を考えるにしても、 「差別してはいけ-ない」と教えることによって、隠

れたjR質tt:を・問リ起こし、かえっ てき在日iJが再生産さ ;/1.ることになってしまわないだろうか。

国辿も 'I(QI陪 f !!lJの .i!li合l11が1肢を変えた軍事lTIH~日とも考えられ、集団 (1り 1: 1 j!f.iH(:を什定する こと

につながらないか、などなど、三!， ミJ';・者)~;訓i を L った，JiL(としての fi' jfiJj:1是正t を 12lfJ11 させると

いうことはなかなか~W しいことなのです。

2 . 「課題追及学習」にこう取り組む

それでは、 どのようにしたらよいか、 ということになリます。いくつかヒ ントになるよ

うなことをお話しようと，Uいます。

まず、具体的な実例をj邑し、

効用を活かすということです。

か。

i/i民としての判断を支隠するために、ケース・ メソ y ドの

たとえば、次のような11:]~、かけをしてみるとどうでしょう

①悲j去を否定し、政府の!Ii云額をはかる陰謀集団が集まっている。どうしたらいい?j!lUiIl 
する根拠出tは?

②あなたが結婚して子ができた。来日のーブiは被差別部落U~I身。将来その出生を子に語る?
③『ちびくろさんぽJが絶版になることにあなたは賛成、反対?

などです。これらはどれもすぐに結論は1.L'rないものかもしれませんが、討 II義を通して考え

させることは、民主主義のili民の良識を理解させるには有効であり、不完全なこの 世界に

どう立ち向かっていくかの良いレッスンになるとも思うのです。

生命と地球環境については、ショッキングな事例を紹介するという 1i法もあ リます。た

とえば、 地球上の生物の体重による動物淡白の構成比を示 します。 11立は牛、 2位はヒ卜、

3位はニワトリ と豚など。これをみると、人間と人間が食べるものでその大部分を 占め、

人聞のためにその大部分が消費されている こと がわかります。そして、現実の問題として、

炭酸ガスの増加|や農地の不足と荒廃の|問題が起きているわけです。つまり、人間はこうし

て地球にかなりの負荷をかけている。だから、地球にやさしければ人間に厳しく ならざる

を得ないということになります。環境問題などを論じるときに、 「気休めエコロ ジーJとな

らないよう、 しっかりと当1I~: 1首意百l~ をもっ て考えていかなければならないと思います。

家肢と地域社会に関して考えさせるときには、 「もし、あなたの川を除いて、日本の仙の

部分が消滅してしまったら、どうする?Jといった118¥，、かけーを行なってみる。政府はどう

かlるか、食料はどう調達するかなど、民主主義社会の再生産を慌似体験してみるといった

佼業展開も面 I~H 、と，思います。また、 他に も 「あなたが机だったら、子供をどう育てるか ?J

とか、 「ー慌(以家族をつくって役在IJをiliH.えさせる」 といった試みも考えられます。(これにつ

いては・出・橋爪編 『選択 ・責任・述帯の教育改革』 に|刻辿事項があります=1i1:~;fí' ) 

多文化主義とは.riiJか考えさせる場合には、食物JJtH川、安息FI(J岱)、IJIR装、言語、言十1ftな

ど 世界のさまざまな文 化の Jm併を I~I :J11す必要があります。その|慨には、 ljJに r，、ろいろな

文化がある」という知識だけでなく、それを 「当然のこととしてやiき合うマナー」がよ り

本質的に大切なことと山内!(，させねばならないでしょう。(アル ・ グ ラ ス ビー背 r'~~ %~の レシ
ピJ を参照してく ださい = ~F者)
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3 .価値・意思決定・言語一価値システム専攻の狙いー

そ れでは、ここからは私がi(l加古す る ~{ ;t(]~ =Jt.，二大:子:大半: FXt l:会 JIIU~年初f')'叫: 1 ' !i lli 1i!;i シス テム

l)/J文(Departl1lentof Value ancl Decision Science=VALDES) についてお司lししなが

ら、 述やカか芯でで辿血U切jな詰怠;忠U決と定のf韮fi:;袈弘史1ト，性|

j送さ羊li小付付サ寸J'していただだ‘いた同専攻のパン フレソトを参!問!(附(1し、よリ具(，体〉ヰ木|ド王;:(自が的lド内〈句Jな記i述主としました'.箭|府z者)

1!lIi他 システム専攻(VALDES)は、21'1世紀の新 しいタイプの リー グー養成の坊と して1996

年に新たに削設されました。地球環J克川題、民族・宗教・ 文化的夫、JiLの11:1題、生命倫理問

題、南北川題、情報化と グローパ リゼー ションなど現代社会が直而するさまざま な問題は、

どれもその本質を深〈追及する価値判断と意思決定における卓越した能力が必要となりま

す。 また一方で、その問題にl決lわる多様な当事者ーを説得し、迅速な解決に導く意思決定の

スキルも求められます。 ILfH湿の深層構造を理解しない'1世帯で1m速な Decisionや、部IU呼かっ

ff:1l1部にこだわる型想論ばかりでいつまでたっても結論が出ない Valueの探求にこだ、わる

のではなく、ダイナミズムに 1f，~れた、新しい学問と実践の融合を創造していくことを目指

しています。

そのために、 VALDESは3つの型念を宣言しました。lつ目は文理の融合です。現代の

諸問題は、文系だけ、理系だけといったバラパラの知識で解決できるほど単純なものでは

ありません。宗教・文化など文系的問題と思われるものにも理系的素養が必要で、あり、科

学技術や自然環境など理系的問題の解決にもそれを取り巻く社会構造の理解や、異なる文

明ごとの人間観や自然観の違いといった文系の知が必要なのです。新しいタイプのリー

ダーはそれら双方に習熟していなければならないと考えます。

2つ目は数学と哲学の融合です。これは問題の数理的な把握と分析を目指す数学と、自

然言語による合意形成の技術である哲学の二つのアプロ ーチのl百rt!合で、す。長い学問的伝統

に支えられた、人類の叡智とも言う べ き深みのある観点と、数理的な手j去を使った、客観

的かつ厳密な現状認識の両立こそが、複雑化し、単一のアプローチでは理解不可能な現代

社会を解き明かすために求められている手法であると考えます。

3つ自の理念は、学問と実践の融合です。混迷する現代社会の状況をただ後追いしたり、

傍観首的に分析を行なうのではなく、積極的にコミッ 卜してし、 く学問と、ただやみくもに

行動するのではなく、深い洞察と分析に支えられた実践が求めらhます。そのために、異

なる分野の人々とのディスカッションを重視し、自己調和|的言論に終始するのではなく、

121臨と相互耳I!仰のフ。ロセ スを繰 り返す1'11で、真に実践的な7、nを生み出してい くことを3Jとめ

るのです。

こうした理念を実現するために、 多彩7J:W門分目:を専攻する救官が3つの講座に分かれ、

相五に緊官な連絡を1['<.りながらー・千ドとなってjlliW;しています。 それは、 意思決定のj:j引をと

なるさまざまなfilli他をJlIlW(し、体m.し、 fllj)liする rfùli 'fiÓ~ F.ì命 J1U講座J、社会という複雑な対象
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を、数時11.というのL手IJ な武郎によって攻略する「社会数l!u r.tlJ:th J 、 川!自の .fjlliflúïìíj.JJt と 政明UI~J +，'lj

j主をふまえて、実J!xI'I'.J ?d: W( iJとをj;よく 「決定;品私立命的 I~U の 3 ゥの請け:です。

J担私J4、は、 rfl州11川lifl印IY山?Y日i

午:i生lとよにゴ年rんでほしし、こと(けj、「言葉を鍛えなが ら、 1 ' 1 う〉を Jr~ える 」というこ とです。そl.L

は、 Hi;it言却が合~~': JI3 J&のためのツールであり、意，目.決定の ïìíj .1荘 を l リ l 示す る L のであると

考えることから、古3主をiETifli(二、 }fI史街に、121かに使う技能を身にやiけ、「考えるよう にi;Jl

リ、 5!? る j邑りに行 illJJす る 」 こ とが非常に Ifi: !})5 であるということです。いわば公 (I~J な J品ーであ

るディ ス カソショ ンのなかで、 I~j 分の !:5 ・|古や制li値 を IJ 分の言諜で nn. リ 、それに刈する他人

の批判にもゆるがないという 、言葉を正し く 使うトレーニン グを しながら、 ~I&':.~.i.J( 7.[::をf:i'，'

み重ねることで、 市民としての行動株式が育ってい くものと考え ています。こtLは、先ほ

ど述べた高等学校における社会科教育の課題を解決するために L一つの参考になるのでは

ないかと思います。

4 .これからの「倫理Jを考える

最後にまとめとして、これからの 「倫理J教育について私の考えることをお話したいと

思います。(竹 111背嗣・橋爪大三!(jlr自分を活かす思想/社会を生きる思想Jをご参照くだ

さい=筆者)

「倫理Jを考える上で、 「自由Jと「ルー/レJ、「公共性Jとい ったことをキーワードにし

て考えながら話を進めたいと思います。

近代主義やマルクス主義はルールを自由な制約と考えました。今でも校J!1jや1;lUlIJを想像

しでもわかるように、そう考える人も多いと思います。しかし、私はまず rJレールがなけ

れば自由はないJと考えてみることから始めてみようと思います。つまり、ルールと自由

は背反しないということです。これは、言語論的転回のようにも思えますが、言葉に文法

がなければ意I!未を伝えらtL7J:いのと同じであると考えます。 しかし、ここで・いうルールと

は、存在意義の明確な最小限のものに絞り込んで・、それのみに従っていこうということで

す。人々は自分たちの自由を極大化するために、 多株な 自由や佃1-1生を受けー入れる最小限の

/レ ールを I~I 分たちで‘HJIJ定する民主主義という仕組みを作り上けてきたのです。そして、そ

のルールは権力者も含めて誰にでも迎j刊されるという j去の支配の原理が雌立し、現状に不

jiltがあれば、ルールを変更でき るという iil副次的なステ ップも可能としました。また、 jレー

ルを担保するのは椛jJであるから、それゆえルールにもとづいた正しい椛力が必裂とされ

るのは当然ともいえます。

今までお話してきたように、パノーパ，は人111]が生きていくうえでは必要不可欠であり、ルー

ルにf芯って人々が生きている;社会のあ りブJそのものカイ公共(1';)であるということです。 しか

し 、 ここで考えなければいけーないのが、この公共性です。 日本は IIJmìrJ~と JlíRJiiiまで、この

公共性を天皇が ~U\ II.iしてきたため、I1本人は公共性を|主I(官)が1~\ I~i す る ことに的らさ ;/ t 
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A 門 川 明 パ 「 川 付 J け い ψ 打 、 G ， 、 仲 川 付 斗 。

点 二 三 丘 晴 嵐 3 〉 々 '

d f . 6 E H Yパ ド ゲ 弘 之 r 咋 き 戸 市 寸 斗 か れ 什 わ 一 件 片 山 明 吟 一 一 『 一 一 隠

J 川 で ) 持 一 三 戸 掠 打 粁 J パ 以 内 k p F 戸 パ τ か 什 「 d ψ h ~ い 咋 明 弘 、 「

「 M U d 「 '

H y h d 占 拠 J 「。

パ 「 川 付 ψ R t 冷 静 H y h d んV 1 u ， F パ
H

， 斗 。 洋 ゆ 札 叩 + 守 口 汗 J 「 ん い l 〉 l 〉 パ “ ， h d が 刊 一 日 仰 せ ' 吋 一 叫 同 庁 「 パ 回 附

E 巾 号 、 ) 岳 毘 一 什 場 体 凡 〕 的 〉 L こ れ 同 作 h u

川 何 都 S J U 。 口 、 庁 U P 什 」 ヤ ー や 咋 守 山 明 性 作 品 町 法 的 F 同 一 市 ・ 同 時 「 '

川 w 汁 E a e p ほ 打 叫 川 h 円 h u 戸 ペ r d んい ~ H r J ψ E 同 咋 P J h ~い '

h h M U M h u 回 洲 市 吟 骨 内 3 5 号 、 ) 一 言 一 向 せ 罫 川 汁 J パ r d 〈 3 口 什 、 咽 'τ 川汁

""
'-

戸 、U 川 片 ヨ 円 山 市 一 明 、 出 3 勢 崎 市 町 信 者

J 「 か れ 什 せ 汁 芭 ペ 3 K σ σ

J 「 o
奇 恒 常 訓 江 '

咋 同 署 「

さ 到 一 F h ヱ 話 回 パ μa E A 町 八 ' 苗 引 3 山市 A 伸 一 件 E W V 3 備 体 パ u e h d ん い 什 τ J 汁 毒 起 3 弟 一 男

〉 々 せ 昨 山 明 か れ 什 3 苗 同 豆 詩 吟 苓 議 斗 ん い れ 什 せ 将 時 打 川 向 湘 パ υ 弘J N V 作 、 咽 'τ 川 附 斗 。

h s叫 耕 一 別 湘 町 一 件 ' 時 か N O O N h 市 印 Z N ι E F μ 雷 同 い 叫 「 海 副 捕 特 蒋 ペ ム 吋 時 す 戸 口 語 薗 3 訓 耕 一 封 印 外

什 体 汁 P S A リ， J 「 。 諜 一 削 除 、 市 3 体 外 話 器 J 「ん v l円 ψ 打 将 5 M 汁 「 口 せ d 事 時 蕗 誌 3 引 加 ゆ ， π ー で ア

諜 若 手 打 諜 喜 軒 。 回 目 当 川 市 戸 汁 崎 幸 什 諜 田 陣 ヰ 川 市 戸 汁 踏 鴨 川 一 ・ ゅ r ~ い 打 。羽 議 長 「 汁 F 3 」け， J 「 o

( 片 刷用 H J雷 同 い 恒 H h 到 議 詩 出 書 陣 )

制 覇 笥 冷

議 コ 戸 汁 川 } 山 司 ( 一 件 「 4 5 汁， r J 明 、 訂 以 ψ )

Z S 判 主 漸 」 ニ 箔 同 州 立 付 。 満 州 汁 特 片 品 川 認 洋 品 町 山 判 、 司 『 持 主 蒋 叶 諮 前 - 一 附 斗 。 ポ F 時 一 部 聞 社 咋 詩

減 洲 H 締 汁 峨 山 池 川 崎 山 罰 洋 ゆ 岨 い 門 特 司 一 ， 持 主 亘 爵 い ¥ U 戸 山 下 、 円 〆 掛 持 勢 渇 。 相 3 E U 守 片 山 町ペ ' 油 断 d

山 判 。 蛸 嚇 打 『 叫 訓 相 、 ー ト 什 洋 ゆ 幅 削 卦 』

刷用、 R ・ 協 卦 ・ 3 薄 謝 持 制

『 温 克 、 咽 ' 池 ' E r d M 2 a 咋 州 h 門 戸 一 H A 汁 r d 3 M U U 』 『 蹴 芦 ・

『 一 件 ( い え ) ペ 3 革 協 同 期 』 ( 諜 諜 洋一 g M 判 嚇 訓 ) d削 除 一 日 間 』 ( ヤ U f r '

温 完 当 鵬 日 ) ' 『 ↓ 陣 尚 部 』 ( 時 一 時 嚇 毘 ) d 『 回 同 附 耕 一 件 部 到 3 昇 芯 一 計 一 一 両 ぺ ， 伊 か 』 ( 温 完 嚇 同 時 ) '

『 蒜 戸 汁 N b 一日 3 u芹 J ゆ 特 製 掛 』 『 E N』 ( 阿 国 嚇 訓 ) J 『 四 - S 什 「 ペ 3 洋 ゆ 主 体 』 ( 布 図 書 亙

洋 ) ' 『 E 9 即 日 u G M 斗 担 描 ¥ U 7 片 山 押 咋 舟 山 明 か 泊 ' 惜 』 ( ヰ 田 雄 一 車 - 4 什 淋 時 自 嚇 調 ) J 『 E a ， 巾 苦
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偉い H Uご 伊 向 V o

l zー

れ
ま
r1

高
3
学
年
だ
よ
り

平
成

"1
5
年
度

7
月
末
、
こ
の
お
手
紙
と
共
に

、
橋

爪
先
笠
が
寄
贈
し
て

く
だ
さ
っ
た

5
冊

の
著

書
が

届
き

ま
し
だ
。

苔
い
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は

、
自
分
の
中
に
飽

く
な

さ
探
究

l山
を
泡
き
続
け
る
こ

と
で
す
。
「
自
分
を
知
り
た
い
J、

「
自

分
が
生
き
て
ゆ
こ
う
と
す
る
社
会
を
ま
日
り
た
い
」
、
「
自
分

が
大
学
で
学
ぶ
こ
と
は
社
会
に
と
っ
て
と
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
か
ま
日
り
た
し
り
、
そ
う
い
う
!
奈

究
ω

が
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
「
学
び
」
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
知
る
こ
と

、
考

え
る

こ
と

は

楽
し
し
、
知
的
作
業
で
あ
り
、
読
書
は
そ
れ
を
支
え
て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
が
惰
爪
先
生
の
著
書

と
出
会
い
、
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
発
見
を
た
く
さ
ん
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

本
の

内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
ま
す

。

~
4
号

(s
hu
an
g)
 

平
成

1
5
年
9
月

1
0
1
3

爽

木
村
君
子
〕

『
i/
!j
lj

は
あ
る
の
か
』

橋
爪

大
三

郎
著

r/
~1
j
が
あ
る
の
は
当
た
り
前
、
自
明
の
こ
と
と
私
た
ち
は
誓
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分

の
気
待
ち
が
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
、
相
手
が
|
司
を
考
え
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と
悩
ん
だ

り
し
ま
す
。
で
も
、

r/
~\
j
の
存
在
は
、
実
は
そ
ん
な
に
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
な
い
。
「
ω
」
が

実
体

と
し

て
序

在
す

る
の

で
は

な
く

て
、

言
葉

で
伝

え
た

時
に

お
互

い
に

見
え

る
よ

う
に

な
る

も

の
を

「
ω
」
と
言
う
。
「
山
」
は
言
葉
の
中
で
作
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

、
と

い
う

著
者
の
論
理

は
明
快
で

、
読

む
蓄
を
惹
き
つ
け
ま
す
。

(
学
年
主
任

Jえ
え

学
園

高
等

学
校

の
皆

さ
ま

6
月

2
5

日
に

講
演

に
う

か
が

っ
た

、
橋

爪
で

す
。

そ
の

あ
と

、
皆

さ
ん

の
.

感
想

文
を

送
っ

て
い

た
だ

い
て

、
大

変
に

嬉
し

く
思

い
ま

し
た

。
さ

っ
そ

(
;
主
ら
ず
拝
見
し
ま
し
た
。

日
ご
ろ

、
あ
才
究
生
の

皆
さ

ん
に

お
話

を
す

る
チ

ャ
ン

ス
が

な
い

の
で

、
ど

う
い

う
ふ

う
に

何

を
話

せ
ば

よ
い

の
か

、
迷

っ
て

い
ま

し
た

。
み

ん
な

が
退

屈
し

て
夜

て
し

ま
っ

た
ら

ど
う

し
よ

う
、
と

a心
直
己
し
て

い
た

の
は

ほ
ん

と
う

で
す

。
で

も
、

皆
さ

ん
熱

心
に

ヰ
を

i噴
け

て
く

だ
さ

っ

た
の

で
、

よ
か

っ
た

と
思

い
ま

し
た

。

戦
争

や
宗

教
の

誌
に

、
こ

ん
な

に
身

近
な

こ
と

と
し

て
関

心
を

持
っ

て
も

ら
え

た
の
は

、
予

想
外
で

し
た

。
そ

し
て

、
筋

道
を

立
て

て
率

直
に

話
せ

ば
ち

ゃ
ん

と
通

じ
る

の
だ

と
、

勇
気

を

持
つ
こ
と
/
)
'
で
き
ま
し
た

3
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
と
忠
、
、
ま
す
。

怠
:
包
丈

(j
、

そ
れ

ぞ
れ

思
い

思
い

に
さ

じ
た

ま
ま

を
害

、
、

て
あ

っ
て

、
ど

れ
も

な
る

ほ
ど

と

読
み
ま
し
た
。
，

1、
論

文
ゃ

，
ト

作
文

の
練

習
を

積
ん

で
い

る
せ

い
か

、
パ

タ
ー

ン
み

た
い

な
も

の

が
あ

る
気

も
し

ま
し

と
が

、
言

L
、
た
い

こ
と

が
は

っ
き

り
と

伝
わ

っ
て

き
ま

し
た

。
パ

タ
ー

ン

か
ら
外
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
意
見
は
特
に
念
入
り
に
筑
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
~
想
え
は
大
事
に

し
ま

っ
て

あ
り

ま
す

。

E芸
忽
え
の
お
ヰ

し
と
い
う
わ
け
で
も

な
い

の
で

す
が

、
せ

っ
か

く
の

ご
Fま

な
の
で
、
和
、
の
著
書

を
何
点
、

か
;
え
え
学
国
高
等
学
校
の
図
舎
官
官

に
寄

贈
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

機
会

が
あ

っ
た

ら
手

lこ
と

っ
て

(
t:: 

~
 ~

 、。

こ
れ

か
ら

、
皆

3
ん

に
と

っ
て

と
て

も
大

字
公

夏
休

み
に

な
る

と
忠

、
、

ま
す

。
皆

さ
ん

一
人

ひ
と

り
が

充
実

し
免

時
間

を
i

&
ご

さ
れ

る
よ

う
に

念
願

し
て

お
り

ま
す

。

お
十
L
!
こ

A
え
ま
し
て

。

『
世

界
が

わ
か

る
宗

教
社

会
学

入
門
1

橋
爪

大
三

郎
著

「
宗
殺
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
世
界
の
人
々
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん。
」
と

、
時

爪
先

生

は
講
演
で
話
さ
れ
ま
し
だ
。
こ
の
本
は
「
人
類
の
叡
智
と
し
て
の
宗
毅
」
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
詰
ま

っ
た

1
冊
。
こ
れ
を
読
む
と
、
世
界
が
遣
っ
て
見
え
て
き
ま
す
。
読
み
や
す
い
、
易
し
い
言
葉
で

書
か
れ
疋
入
門
書
で
す
。

『
民
主
主
義
は

最
高

の
政

治
制

度
で

あ
る

』
橋

爪
大

三
郎

著

「
思
想
J

と
は
伺
か
、
「
思
想
を
生
き
る
J

と
は
と
う
い
う
こ
と
か
を
毅
え
て

く
れ
る
本
で
す
。

「
戦
後
の
半
世
紀
、
日
本
lま

す
-
っ
と
民
主
主
義
だ
と
い
う
。
信
じ
ら
れ
な
い

。
」
と
著
蓄
は

言
い

ま
す

。

民
主
主
義
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
足
り
な
い

。
民
主
主
義
と

い
う

制
度

を
自

分
の

手
で

動
か

す

こ
と
が

l必
要
な
の
だ
と
。
資
本
主
義
と
社
会
主
義
、
国
家
と
民
族
、
軍
隊
、
正
義
、
憲
法
、
権
力
、

霊
と

結
娼

等
、

興
昧

深
い

テ
ー

マ
を

切
り

口
に

、
と

う
蓄

え
、

行
動

し
た

ら
よ

い
の

か
に

つ
い

て

指
針
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

僑
爪

大
三

印
5ft
..
京
工
業
大

学

2
0
0
3
年

7
月
22

日
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安
全
保
障
感
覚

ア
メ
リ
カ
の
「
敏
」
、
日
本
の
「
鈍
」
雲轡2
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要米古
学工工主

義琢3
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九
-
一
一
の
同
時
多
発
テ
ロ
は
、
プ
ッ
シ
ュ
政

権
の
認
識
を
一
変
さ
せ
た
。

ア
ル
カ
イ
ダ
の
よ
う
な
テ
ロ
リ
ス
ト
・
グ
ル
ー

プ
が
、
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
脅
威
の
リ
ス
ト
の
ト

ッ
プ
に
躍
り
出
た
。
ア
ル
カ
イ
ダ
は
、
大
量
破
壊

兵
器

(核
兵
務
・
核
物
質
、
生
物
兵
様
、
化
学
兵

器
〉
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
稽
絡
な
く
ア
メ
リ
カ
国

民
に
対
し
て
使
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
が
ポ
イ
ン

ト
だ
。
ア
メ
リ
カ
の
安
全
を
保
障
す
る
に
は
、
攻

撃
を
待
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
テ
ロ
リ

ス
ト
を
監
視
し
、
摘
発
す
る
の
は
む
ろ
ん
の
こ

と、

テ
ロ
リ
ス
ト
の
手
に
渡
り
そ
う
な
大
量
破
壊

兵
器
を
根
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

プ
ッ
シ

ュ
大
統
領
は
、
イ
ラ
ク
、
イ
ラ
ン
、
北

朝
鮮
を
名
指
し
で
、
「
悪
の
枢
軸
」
と
呼
ん
だ
。

こ
れ
ら
の
国
々
が
、
大
量
破
壊
兵
器
を
開
発
し
て

い
る
か
、
開
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
だ
。
そ

し
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
と
の
つ
な
が
り
が
疑
わ
れ
て

冷
戦
の
刷
刷
機
は
、
こ
う
し
た
前
提
を
っ
き
崩
し

た
。ア

メ
リ
カ
一
極
支
配
の
状
態
が
出
現
し
、
ア

メ

リ
力
が
、
国
際
社
会
の
安
全
保
障
に
責
任
を
も
つ

こ
と
に
な
っ
た
。
民
族
紛
争
や
宗
教
紛
争
が
頻
発

し
た
。
イ
ラ
ク
の
よ
う
な
冒
険
主
義
的
な
国
家

が
、
戦
争
を
起
こ
す
余
地
が
出
て
き
た
。
イ
ン
ド

や
パ
キ
ス
タ
ン
や
北
朝
鮮
の
よ
う
な
国
に
、
核
兵

器
が
拡
散
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
ポ
ス
ト
冷
戦
の

世
界
で
あ
る
。

ポ
ス
ト
冷
戦
の
世
界
に
つ
い
て
は
、
い
く
通
り

か
の
見
方
が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、
軍
縮
が
進

み
、
戦
争
の
危
険
が
遠
の
い
て
、
平
和
が
訪
れ
る

と
い
う
も
の
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン

が
主
張
す
る
よ
う
に
、
宗
教
や
文
明
を
火
種
と
し

て
新
し
い
対
立
が
生
じ
る
と
い
う
も
の
。
ア
メ
リ

カ
は
、
後
者
の
予
想
に
立
ち
、
核
兵
器
で
武
装
す

る
冒
険
主
義
的
な
国
家
に
よ
る
先
制
攻
撃
を
想
定

し
て
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛

(
M
D
〉
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
た
。

相
手
が
国
家
で
あ
れ
ば
、
そ
の
行
動
は
予
想
が

つ
き
や
す
い
。
陸
軍
が
動
員
を
か
け
れ
ば
、
偵
察

衛
星
か
ら
情
報
が
入
る
し
、
武
力
攻
撃
に
い
た
る

ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
徴
候
が
あ
る
。
外
交
的
手
段

で
紛
争
解
決
を
は
か
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
攻
撃

い
る
か
ら
だ
。
ア
ル
カ
イ
ダ
の
根
拠
地
と
な
っ
た

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
タ
リ
パ
ン
政
権
が
、
コ
ア
ロ

支
援
国
家
」
と
し
て
打
倒
さ
れ
た
あ
と
、
イ
ラ
ク

が
つ
ぎ
の
標
的
と
な
っ
た
の
は
、
プ
ッ
シ
ュ
政
権

に
と
っ
て
は
、
自
然
な
流
れ
な
の
で
あ
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
進
攻
は
、
攻
撃
を
受
け

た
ア
メ
リ
カ
の
、
個
別
自
衛
権
の
発
動
だ
っ
た
。

イ
ラ
ク
へ
の
先
制
攻
撃
は
、
攻
撃
を
受
け
な
い
た

め
の
、
自
衛
の
た
め
の
戦
争
で
あ
る
と
い
う
。
ア

メ
リ
カ
が
大
量
破
嬢
兵
器
で
攻
撃
さ
れ
る
前
に
、

「
な
ら
ず
者
国
家
L

を
先
制
攻
撃
す
る
こ
と
は
、

自
衛
戦
争
で
あ
り
、
正
当
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
プ

ッ
シ

ュ
・
ド
ク
卜
リ
ン
で
あ
る
。

プ
ッ
シ
ュ
政
権
の
イ
ラ
ク
戦
争
は
、
国
際
法
を

変
更
す
る
も
の
だ
。

国
際
法

(国
際
社
会
の
秩
序
)
は
、
も
と
も
と

慣
習
法
(
非
成
文
法
〉
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
国

の
行
動
様
式
が
変
わ
れ
ば
、
そ
れ
と
と
も
に
変
化

に
そ
な
え
る
時
間
的
余
裕
も
あ
る
。

九
-
一
一
は
、
こ
う
し
た
想
定
を
く
つ
が
え
し

た
。
テ
ロ
リ
ス
ト・

グ
ル
ー
プ
は
、
国
家
の
正
規

軍
で
は
な
い
。
そ
の
攻
撃
を
、
事
前
に
祭
知
す
る

こ
と
は
、
格
段
に
む
ず
か
し
い
。
予
告
も
な
し

に
、
大
量
の
民
間
人
が
無
差
別
に
攻
撃
の
対
象
に

な
る
。
そ
こ
で
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
資
金
や
大
量
破

壊
兵
器
や
根
拠
地
を
提
供
し
そ
う
な
国
家
に
対
し

て
、
先
制
攻
撃
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
。
こ
れ
が
今
回
の
、
対
イ
ラ
ク
戦
争
で
あ
る
。

イ
ラ
ク
攻
撃
を
め
ぐ
っ
て
、
国
際
社
会
は
結
束

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

湾
岸
戦
争
と
、
今
回
の
イ
ラ
ク
攻
撃
・
は
異
な
っ

て
い
る
。
湾
岸
戦
争
は
、
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代
の
戦

争
、
す
な
わ
ち
、
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ

ー
ト
を
侵
略

し
た
(
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
主
権
を
侵
害
し
た
)
こ
と

に
対
す
る
反
撃
戦
争
だ
っ
た
。
戦
争
目
的
は
原
状

回
復
(
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
主
権
回
復
と
、
イ
ラ
ク
軍
の

撃
退
〉
で
、
フ
セ
イ
ン
政
権
の
打
倒
で
は
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
戦
争
を
不
法
と
す
る
こ

O
世
紀
の

国
際
法
に
も
、
国
連
の
精
神
に
も
合
致
し
て
い

た
。
そ
こ
で
、
冷
戦
の
あ
と
機
能
を
回
復
し
た
国

連
安
全
保
障
理
事
会
が
、
こ
の
戦
争
を
正
当
化

し
、
当
事
点
台
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
イ
ラ
ク
攻
撃
は
、
究
極
的
に
は
、
ア
メ

d
e
E
B

奮‘，，
R
1
4

ら，h
i

，t
!
I

十の論点

リ
カ
の
一
貫
し
た
姿
勢
と
軍
事
力
の
お
か
げ
で
あ

っ
た
。
米
英
が
国
際
社
会
の
主
軸
で
あ
る
こ
と
を

統
み
損
な
っ
た
日
本
は
、
そ
こ
か
ら
大
き
な
教
訓

を
扱
み
取
り
、
戦
後
、
日
米
同
盟
を
国
家
の
基
本

政
策
と
し
た
の
で
あ
る
。

イ
ラ
ク
戦
争
後
の
世
界
は
、
「
単
独
行
動
主
義
」

的
に
ふ
る
ま
う
ア
メ
リ
カ
に
、
国
際
社
会
が
安
全

保
障
を
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
、
ア
ン
バ

ラ
ン

ス
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
イ
ラ
ク
戦
争
が

前
例
と
な
っ
て
、
「
な
ら
ず
者
国
家
」
が
新
た
に

登
場
す
る
可
能
性
は
、
大
幅
に
低
く
な
る
。
い
っ

ぽ
う
、
す
で
に
登
場
し
て
し
ま
っ
た
な
ら
ず
者
国

家
川
北
朝
鮮
が
、
や
っ
か
い
な
問
題
と
し
て
突
出

す
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
せ
よ
、

ロ
シ
ア
や
中
国
に
せ

砲Iiil事ilf.聞の向こうに見えるもの

ょ
、
ア
メ
リ
カ
に
替
わ
っ
て
世
界
平
和
を
維
持
す

る
役
割
を
果
た
せ
な
い
以
上
、
最
後
の
と
こ
ろ
で

は
ア
メ
リ
カ
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
は
、
安
全
保
障
へ
の
敏

感
な
感
覚
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
日
本
の
民
主
主
義
は
、
そ
こ
が
鈍
感
で
あ

る
。
今
回
の
イ
ラ
ク
戦
争
で
、

日
本
国
民
は
、
戦

争
を
不
可
避
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
動
機
を
理
解
し

な
か
っ
た
。
小
泉
政
権
は
、
イ
ラ
ク
攻
撃
の
正
当

性
と
日
米
同
盟
の
重
要
性
を
、
国
民
に
き
ち
ん
と

説
明
で
き
な
か
っ
た
。
変
化
す
る
国
際
社
会
に
、

認
識
が
追
い
つ
い
て
い
か
な
い
。
一
九
三

0
年
代

の
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

す
る
。
ア
メ
リ
カ
が
イ
ラ
ク
戦
争
を
正
当
化
す
れ

ば
、
そ
れ
が
新
し
い
国
際
法
に
な
る
。

一
九
世
紀
を
通
じ
て
、
戦
争
は
、
主
権
国
家
の

権
利
で
あ
っ
た
。
戦
争
の
や
り
方
は
国
際
法
で
規

制
さ
れ
た
が
、
戦
争
そ
の
も
の
は
不
法
で
な
か
っ

た。
第
一
次
世
界
大
戦
の
悲
惨
な
経
験
を
踏
ま
え

て
、
戦
争
を
不
法
と
み
な
す
考
え
方
が
有
力
に
な

っ
た
。
不
戦
条
約
が
結
ぼ
れ
た
が
、
各
国
は
寸
自

衛
戦
争
の
権
利
」
を
留
保
し
た
。
第
二
次
世
界
大

戦
で
は
、
先
に
戦
争
を
仕
か
け
た
側
が
、
侵
略
戦

争
(
不
法
な
戦
争
〉
の
責
任
を
関
わ
れ
、
そ
れ
に

対
抗
し
た
戦
争
は
正
し
い
戦
争
で
あ
る
と
さ
れ

た
。
国
際
連
合
も
、
こ
の
考
え
方
を
踏
襲
し
て
い

ゆ
令
。

米
ソ
の
冷
戦
は
、
相
互
確
証
破
壊
、
す
な
わ

ち
、
相
手
国
が
先
制
攻
撃
を
仕
か
け
て
き
て
も
、

反
撃
に
よ
っ
て
、
相
手
国
を
確
実
に
破
壊
で
き
る

こ
と
(
し
た
が
っ
て
、
双
方
と
も
に
先
制
攻
撃
を
仕

か
け
ら
れ
な
い
こ
と
〉
を
基
本
戦
略
と
し
て
い
た
。

「
恐
怖
の
均
衡
」
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
核
兵
器

は
事
実
上
使
え
な
い
兵
器
と
な
る
い
っ
ぽ
う
、
米

ソ
が
核
の
傘
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
周
辺
国
が
核

兵
器
を
開
発
す
る
動
機
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

た。リ
カ
の
自
衛
戦
争

(先
制
攻
撃
)
で
、
そ
の
目
的

は
、
フ
セ
イ
ン
政
権
を
打
倒
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
二

O
世
紀
の
国
際
法
か
ら
み
れ
ば
、
内

政
干
渉
で
あ
り
、
主
権
の
侵
害
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
は
、
こ
れ
に
反
対
し
た
。
冷
戦
が
終
わ
り
、
ソ

連
〈
ロ
シ
ア
〉
の
核
の
脅
威
が
取
り
除
か
れ
、
ア

メ
リ
カ
に
依
存
し
な
く
て
よ
く
な
っ
た
こ
れ
ら
の

国
々
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
単
独
行
動
主
義
」
を
非

難
し
、
牽
制
し
た
。
国
内
に
大
勢
の
イ
ス
ラ
ム
教

徒
を
抱
え
る
ロ
シ
ア
や
中
国
も
、
ア
メ
リ
カ
に
同

調
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
ア
メ
リ
カ
に
言
わ
せ
れ

ば
、
こ
の
戦
争
は
、
テ
ロ
の
標
的
と
な
る
可
能
性

の
あ
る
す
べ
て
の
国
々
の
利
益
に
な
る
も
の
な
の

だ
。
国
連
で
は
な
し
に
、
ア
メ
リ
カ
に
安
全
保
障

を
依
存
し
て
い
る
日
本
政
府
が
、
こ
の
戦
争
を
支

持
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

拒
否
権
に
よ
っ
て
各
国
が
互
い
を
牽
制
し
、
安

全
保
障
理
事
会
が
機
能
し
な
い
と
い
う
状
態
は
、

一
九
三

0
年
代
の
国
際
連
盟
を
思
わ
せ
る
。
当

時
、
各
国
は
自
国
の
都
合
で
戦
争
を
行
な
っ
た
り

準
備
し
た
り
し
て
お
り
、
国
際
社
会
の
一
致
し
た

意
思
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
は
っ
き
り
し
な
か
っ

た
。
そ
の
行
き
着
い
た
先
が
、
第
二
次
世
界
大
戦

で
あ
る
。
こ
の
戦
争
が
収
拾
で
き
た
の
は
、
ア
メ

47 
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」
か
ら
噂

つ考・

之
と
に
教
育
に
つ
い
て
の
一
つ
の

き
み
は
と
こ
か
ら
伺
を
考
え
る
か
。

を
提
示
し
た
い
。

自
分
の
晃
を
引
き
出
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
な
ぜ
勉
強
す
る
か
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

勉
強
は
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
注

意
力
、
集
中
力
を
使
っ
て
、
情
報
を

将
来
生
き
る
た
め
に
自
分
の
体
の
中

に
変
換
し
て
い
る
ん
で
す
。
今
は
情

報
化
時
代
で
、
情
報
は
膨
大
に
図
書

p22-23 

館
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
が
、
本
当
に

大
切
な
の
は
自
分
の
頭
の
中
に
ど
れ

小論文』

だ
け
の
情
報
が
あ
る
か
。
自
分
の
顕

の
中
に
な
い
の
な
ら
情
報
の
あ
る
と

こ
ろ
へ
取
り
に
い
か
な
い
と
い
け
ま

Challenge 

せ
ん
が
、
そ
れ
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
も
と
も
と
頭
の
中
に
情
報
が

あ
る
人
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
ね
。
だ

『高2

か
ら
、
基
本
的
な
こ
と
を
正
確
に
、

顕
の
中
に
入
れ
て
自
分
の
も
の
に
し

肱
と
関
係
が
作
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
周
聞
に
い
る
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば

さ
ん
、
い
と
こ
が
も
う
一
人
の
自
分

で
、
自
分
に
代
わ
っ
て
も
う
ひ
と
つ
の

人
生
を
生
き
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
姿
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
得
て
、

橋
爪
大
一
一

て
お
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
そ

れ
が
普
通
教
育
な
ん
で
す
よ
。
た
と

え
ば
"
四
面
楚
歌
“
を
学
校
で
習
い

ま
す
よ
ね
。
分
か
ら
な
け
れ
ば
辞
書

を
引
け
ば
い
い
と
い
う
の
で
は
意
味

が
な
く
て
、
使
い
方
や
意
味
が
自
分

の
頭
の
中
に
入
っ
て
い
て
は
じ
め
て

意
味
が
あ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、

官同

校
ま
で
は
誰
も
が
頭
の
中
に
入
れ
な

い
と
い
け
な
い
も
の
を
学
ぶ
の
で

す
。
入
れ
な
い
と
損
を
し
ま
す
よ
。

入
れ
て
も
得
は
し
な
い
け
ど
、
入
れ

な
い
と
損
を
し
ま
す
。

入
れ
て
得
を
す
る
の
は
自
分
だ
け

の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
み
ん
な
が

勉
強
し
な
い
こ
と
を
、
自
分
で
勉
強

し
て
お
け
ば
得
を
し
ま
す
。
そ
れ
も

大
事。

損
を
し
な
い
で
得
を
す
れ
ば

る
幸
せ
に
な
れ
ま
す
。
人
と
迷
う
こ
と

に
よ
っ
て
み
ん
な
得
を
し
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
世
の
中
助
け
合
い
で
す
。

み
ん
な
追
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
か

ら
社
会
が
成
り
立
っ
て
い
る
ん
で
す

ょ
。
自
分
の
得
意
を
仲
ば
す
の
は
競

争
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
幸

せ
に
な
る
方
法
論
な
ん
で
す
。

た
だ
今
の
教
育
は
、
そ
れ
が
な
か

な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。
高
校
時
代

が
終
わ
り
、
そ
れ
か
ら
先
み
ん
な
遮

う
こ
と
を
や
る
段
階
に
な
っ
て
逆
に

自
分
の
方
向
を
見
失
い
、
切
り
札管
え

が
で
き
な
い
で
困
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

普
段
か
ら
人
と
違
う
こ
と
に
ブ
ラ
イ

ド
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分

は
友
だ
ち
と
違
っ
た
と
こ
ろ
が
い
く

的
に
広
げ
て
く
れ
る
の
で
す
。
学
校

の
勉
強
は
、
自
分
の
経
験
と
つ
な
が

ら
な
い
か
ら
つ
ま
ら
な
い
と
い
う
の

が
中
学
生
・
高
校
生
の
考
え
方
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
大
つ
な
が
り

な
ん
で
す
。
そ
う
思
っ
た
方
が
得
。

テーマへのアプローチ

自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
勺
た
だ
経
験
は
、
経
験
し

た
範
囲
で
し
か
な
い
た
め
非
常
に
狭

い
し
浅
い
。
そ
れ
を
補
う
の
が
学
校

教
育
で
、
学
校
で
教
え
て
く
れ
る
学

問
は
実
は
、
経
験
を
時
間
的
・
空
間

回

つ
あ
る
か
数
え
て
み
る
。
も
し
な
け

れ
ば
、
自
分
独
自
の
勉
強
や
経
験
か

う
と
す
る
気
持
ち
が
大
切
で
す
。

ら
作
れ
ば
い
い
。
な
ん
で
も
、
や
ろ

学
ぶ
た
め
に
は
人
聞
が
ど
う
や
っ

て
生
き
て
死
ん
で
い
く
か
の

一
生
の

イ
メ
ー
ジ
が
大
切
で
す
。
イ
メ
ー
ジ

が
わ
け
ば
、

必ずぶ
目
的
や
内
容
が
見

え
て
く
る
か
ら
で
す
。
で
も
、
ど
う

や
っ
て
生
き
て
死
ん
だ
の
か
は

一
生

を
完
結
し
た
人
に
し
か
訪
問
れ
ま
せ
ん

か
ら
、
結
論
か
ら
逆
算
し
て
人
生
を

生
き
る
の
は
不
可
能
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
自
分
の
将
来
を
最
大
限
想
像

し
て
み
る
の
で
す
。
却
歳
に
な
っ
た

私
を
想
像
し
て
、

で
き
れ
ば
対
話
を

し
て
み
る
の
で
す
。
想
像
上
の
私
と

対
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
家

そ
し
て
早
く
わ
か
っ
た
方
が
符
で
す
勺

早
く
わ
か
れ
ば
目
標
が
で
き
る
し
、

学
ぶ
意
欲
も
生
ま
れ
ま
す
。
あ
な
た

が
今
学
ん
で
い
る
こ
と
に
は
、

全
て

大
き
な
意
味
が
あ
り
、
あ
な
た
の
将

来
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
す
勺

郎
1
9
4
8
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
憎
士
課
程
修
了
。
現
在
、
東
京
工
業
大
学
大

学
院
社
会
理
工
学
研
究
科
価
値
シ
ス
テ
ム
専
攻
教
授
。『
選
択
・

責
任
・
逮
帯
の
教
育
改
革
{
完
全
版
}
』『
言
語
派
社

会
学
の
原
理
』
な
ど
、
著
書
多
数
。
最
新
刊
と
し
て
、『
「
心
」
は
あ
る
の
か
|
|
シ
リ
ー
ズ
・
人
間
学
∞
円

教
育
問

題
か
ら
政
治
、
経
済
、
国
際
問
題
に
い
た
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
る
見
解
を
発
信
し
て
い
る
。

「考えの履歴書」

親から「自分だけが理由もなく特別扱L略される

のは間違いだJということを教わったこと妖私の

教育を考える原点で衣実際に通った公立の小

学校にはさまざまな家庭環焼の人がいました"み

んなが遣うことが当たり前に感じられました.今

は社会的な背景が同じになっている分、人と遣

うことカ匂Eしい世の中になっていますよね. またI~

ラサイト・シンクル・のように自分で努力をしない

で也、何でも与えられる世の中になっていますね.

学校にいるとみんながやるのだったら自分もやる、

みんなが食べるのだったら自分も食べなければ

なりません.これが「自分だけが理由もなく符別

級いされるのは間違いだJということです"道徳性

の基本です:これを身につけるのも学校教育で衣

この基本を身につけたうえで、つぎに、自分だけ

のオリジナルなことをやっていく.この順番がとて

も大切なんです;これが逆になると、単なる「わが

ままJが育つだけですね.

* rパラサイトシンヅJレJ…学業を結え..¥Il合によって

は紋服してヵ、らも親と同居し、経済的に依存している未

婚の成人のことo(rイミうfスjより)

巴
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あ
る
。
住
宅
だ
っ
て
、
雨
露
を
し
の
ぐ
と
い

う
以
上
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
象
徴
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
生
き
て
い
く
必
要
を
離
れ

た
象
徴
化
に
こ
そ
、
「
人
間
ら
し
さ
」
の
根
源

が
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
文
化
の
源
で
も

あ
る
。
こ
う
し
た
人
間
の
領
域
が
、
社
会
学

や
営
学
、
歴
史
学
、
そ
し
て
美
術
や
音
楽
、
文

学
な
ど
の
芸
術
の
テ

l
マ
と
も
な
っ
て
き
ま

し
た
。な

か
で
も
「
晴
好
」
と
い
う
も
の
は
、
生
活

に
お
け
る
必
要
性
で
は
説
明
で
き
な
い
も
の

の
生
活
の
な
か
で
は
、
勝
賭
さ
れ
る
よ
う
な

行
為
で
も
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、
勇
気
や
信

念
が
あ
る
証
し
と
し
て
賞
賛
さ
れ
た
り
す
る
。

「
思
か
」
な
の
は
、
単
に
そ
れ
が
失
敗
し
た
場

合
の
結
果
論
で
し
か
な
く
て
、
た
ま
た
ま
成

功
す
れ
ば
、
逆
に
名
誉
を
手
に
入
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。

戦
争
や
危
機
の
さ
な
か
に
は
、
あ
え
て
危

険
な
状
況
に
身
を
投
じ
た
り
、
先
頭
を
き
っ

て
敵
陣
に
飛
び
込
ん
だ
り
し
て
、
社
会
を
統

率
す
る
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
が
求
め
ら
れ
る
わ

け
で
す
。
そ
こ
で
、
自
発
的
に
そ
う
い
う
こ

な
か
で
、
儀
式
に
定
着
し
て
い
っ
た
わ
け
で

す
。
そ
し
て
、
習
慣
化
し
て
、
「晴
好
」
に
転
じ

る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

グ
口
|
パ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
埋
め
る
守

以
上
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
、
文
化
へ
と

昇
華
を
遂
げ
た
習
慣
は
、
や
が
て
他
の
文
化

圏
に
も
伝
播
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

し
て
世
界
中
に
伝
揺
し
た
も
の
の
代
表
は
、

お
茶
や
タ
バ
コ
や
ア
ル
コ
ー
ル
で
し
ょ
う
。

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
こ
そ
が
よ
い
も
の
」
と
い
う
価
値

観
が
広
ま
り
、
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
や
ジ
ー
ン
ズ
、

コ
l
ラ
が
世
界
を
席
捲
。
そ
の
代
わ
り
に
、

世
界
各
地
の
固
有
文
化
が
、
相
対
的
に
価
値

を
下
落
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
す
る
人
び
と
の
反
応
は
、
大
き

く
ふ
た
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
明

治
日
本
の
「
脱
亜
入
欧
」
「
文
明
開
化
」
と
同

じ
論
理
、
外
国
産
タ
バ
コ
や
外
車
を
あ
り
が

た
が
る
と
い
っ
た
態
度
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
「
世
界
に
引
き
ず
ら
れ
る

人
閑
の
社
会
は
基
本
的
に
、
「
私
も
あ
な
た

も
同
じ
人
間
」
と
い
う
前
提
で
、
で
き
て
い

ま
す
。
し
か
し
人
聞
は
、
工
業
製
品
で
は
な

い
か
ら
、
ほ
ん
と
う
は
一
人
ひ
と
り
迷
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
人
聞
は
み
な
同
じ
と
い
う

こ
と
を
強
要
す
る
社
会
へ
の
反
披
と
し
て
、

「
私
」
と
い
う
存
在
は
、
こ
の
世
で
た
っ
た
一

人
だ
け
」
と
い
う
感
覚
、
つ
ま
り
、
自
分
の
特

異
性
を
主
張
し
た
い
と
い
う
欲
求
が
高
ま
っ

て
く
る
の
で
す
。

「
私
は
、
み
な
と
違
っ
た
、
特
別
な
存
在
だ
」

と
言
う
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
そ
の

理
解
で
き
な
い
側
値
の
世
界
」
が
、
他
人
に

も
理
解
で
き
る
か
た
ち
に
な
り
、
み
な
で
楽

し
め
る
共
有
財
産
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
芸

術
が
、
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
こ
う
い
う
自

分
の
特
異
性
(
個
性
)
の
確
認
の
仕
方
は
、
大

歓
迎
な
わ
け
で
す
。

国
際
社
会
の
中
に
自
国
を

位
置
づ
け
る
視
座
の
欠
落

[分1SUMMER 2003 

さ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
反
作
用
は
、

世
界
の
大
勢
と
ギ
ャ
ッ
プ
を
広
げ
て
し
ま
う

日79



と
い
う
意
味
で
、
混
乱
や
貧
困
の
源
と
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

実
際
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
反
作
則

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
一
体
不
可
分
な
も
の

で
あ
る
。
「
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
好
き
だ
け
ど
、

ア
メ
リ
カ
は
嫌
い
」
な
の
で
す
。
そ
こ
で
‘
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
み

を
し
っ
か
り
盤
現
・
分
析
し
、
は
っ
き
り
し

た
枠
組
み
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
い
く
姿
勢

が
大
切
で
す
。

そ
も
そ
も
日
本
社
会
は
、
際
史
的
に
、
グ

ロ
1

パ
ル
化
と
の
折
り
合
い
の
つ
け
方
が
下

手
く
そ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

一
五
四
三
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
稲
子
島

に
漂
着
し
、
日
本
に
鉄
砲
の
技
術
が
も
た
ら

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
そ
れ
ま
で
の
戦
術

の
大
転
換
を
う
な
が
し
、
戦
国
時
代
を
終
わ

ら
せ
た
の
で
す
。
す
る
と
、
間
際
情
勢
に
う

と
い
日
本
人
は
、
海
外
に
間
土
舷
大
の
野
心

を
広
げ
た
。
政
院
秀
市
は
、
京
ア
ジ
ア
一
併

に
大
市
凶
を
築
こ
う
と
、
二
度
に
わ
た
っ
て

側
鮮
に
兵
を
送
り
、
大
失
敗
に
終
わ
る
。
ま

た
、
鉄
砲
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
入
っ
て
き
た
キ

リ
ス
ト
教
は
、
さ
ま
さ
ま
な
「
南
蛮
文
化
」
を

開
花
さ
せ
ま
し
た
が
、
仰
の
ド
の
平
等
を
説

く
そ
の
教
義
が
封
建
道
徳
に
背
す
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
や
が
て
抑
一比
さ
れ
、

M
本
は
鎖
同

の
附
代
に
入
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
今
度
は
、
数
百
年
た
つ
と
、
欧

「
曙
好
は
愚
行
?

ー、ι/

2003.3.31発行

米
列
強
の
外
圧
に
、
再
度
開
闘
を
迫
ら
れ
る
。

ス
タ
ン
ス
で
い
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
?

実
際
、
文
学
、
思
惣
、
哲
学
、
芸
術
、
政
治

な
ど
、
ど
の
分
野
で
も
、
国
際
社
会
と
共
同

し
協
調
し
な
が
ら
、
日
本
独
自
の
文
化
的
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主
張
す
る
の
は
、
縦
し

日
本
は
、
無
筒
状
態
の
な
か
で
問
有
文
化
を

育
て
て
き
た
あ
い
だ
に
、
世
界
か
ら
大
き
く

遅
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
ま
す
。
そ

こ
で
明
治
維
新
を
起
こ
し
て
、
今
度
は
、
商

洋
文
明
の
吸
収
に
全
力
投
球
し
始
め
た
。
そ

い
も
の
で
す
。

こ
の
点
か
ら
見
る
と
、
岡
本
太
郎
氏
は
、

稀
有
な
存
在
か
も
し
れ
な
い
。
彼
は
、
一
九

三
0
年
代
に
留
学
し
た
パ
リ
で
、
シ
ュ

l
ル

レ
ア
リ
ス
ト
迷
と
交
流
を
深
め
、
帰
国
し
て

か
ら
は
過
情
な
軍
隊
生
活
を
体
験
。
世
界
標

準
と
個
別
文
化
の
あ
い
だ
で
苦
し
み
な
が
ら
、

生
命
力
を
表
現
す
る
彼
一
流
の
作
風
を
築
い

て
い
っ
た
の
で
す
。
岡
本
が
表
現
す
る
生
命

力
は
、
日
本
神
話
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
も

言
え
、
国
際
化
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
た
そ
の

創
造
性
は
‘
高
度
成
長
に
向
か
う
日
本
社
会

を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
大
き
く
開
花
し

て
い
き
ま
し
た
。

し
て
、
あ
る
様
皮
カ
を
つ
け
る
と
、
今
度
は

も
う
一
度
日
本
主
義
へ
の
帰
れ
戻
し
が
始
ま

り
、
欧
米
列
強
に
対
抗
し
て
ア
ジ
ア
の
盟
主

と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
戦
争
に
突
入
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
大
敗
北
を
喫
し
た
後
、

ア
メ
リ
カ
を
基
準
と
し
た
世
界
観
の
下
で
、

日
本
は
矯
間
関
的
な
経
済
復
興
を
遂
げ
ま
す
。

一
九
八

0
年
代
に
は
、
そ
の
経
済
力
を
背
景

に
、
佐
界
の
中
心
の
地
位
を
手
に
入
れ
た
よ

う
に
目
見
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
経
済

が
崩
峻
し
て
か
ら
は
、
今
度
は
グ
ロ

l
パ
リ

ゼ
1

シ
ヨ
ン
の
波
の
中
で
、
構
造
改
革
を
旗

印
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
定
見
も
自
信
も
欠
い

文
学
の
世
界
で
は
、
国
際
社
会
を
十
分
に

窓
識
し
な
が
ら
、
日
本
の
側
別
文
化
に
根
ざ

し
た
個
人
的
な
世
界
を
開
花
さ
せ
た
存
在
と

し
て
、
一
二
烏
由
紀
夫
や
村
上
春
樹
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

で
も
、
こ
う
し
た
幸
運
な
表
現
者
た
ち
は
、

言
わ
ば
例
外
で
す
。
そ
う
で
は
な
い
、
私
た

ち
ふ
つ
う
の
日
本
人
が
心
が
け
る
べ
き
生
き

方
は
、
ど
ん
な
も
の
か
。
私
た
ち
の
文
化
や

社
会
の
、
分
裂
を
分
裂
と
し
て
許
容
し
、
不

た
ま
ま
、
世
界
情
勢
の
荒
波
の
中
で
た
だ

右
往
左
往
し
て
き
た
と
い
う
の
が
、
近
代

日
本
の
姿
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。

い
ま
、
日
本
の
大
人
達
は

如
何
に
し
て
生
き
る
べ
き
か

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
俊
史
を
認
識
し
、

反
省
し
た
日
本
の
大
人
迷
は
、
ど
の
よ
う
な

完
全
を
不
完
全
と
し
て
認
め
る
。
そ
れ
が
、

「
分
」
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?
ま

ず
、
自
己
の
多
面
性
や
不
完
全
性
を
認
識
し
、

そ
の
上
で
自
ら
の
人
生
を
肯
定
し
、
あ
わ
せ

て
他
者
へ
の
思
い
や
り
ゃ
、
世
界
へ
の
関
心

を
忘
れ
な
い
と
い
う
生
き
方
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
も
の
ご
と
を
一
面
的
に

決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
別
の
側
而
や
見

方
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
認
め
る
姿
勢
が

盛
婆
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス

感
党
は
、
「
聞
き
分
け
の
よ
さ
」
に
つ
な
が
り

ま
す
。
「
聞
き
分
け
が
よ
い
」
と
、
あ
く
ま
で

も
自
己
の
側
値
観
を
主
張
す
る
と
い
っ
た
パ

ワ
i
は
、
多
少
、
鈍
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ

で
も
、
「
こ
れ
で
よ
い
の
か
?
」
と
思
い
始
め

た
の
が
、
ま
さ
に
今
と
い
う
時
代
で
し
ょ
う
。

現
状
を
見
つ
め
直
し
、
「
分
」
に
つ
い
て
考
え

始
め
る
時
代
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

橋爪大三郎[はしづめだいさぶろう]

東京工業大学教浸.1948年、神奈川県生ま

れ.東京大学文学部社会学科卒業。同大学院
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文
化
で
あ
る
」

こ
と
を
す
る
の
が
人
間
性
で
あ
り
、

不
必
要
な

生
き
て

い
く
の
に
必
要
の
な
い
こ

と
も
す
る
の
が
人
問
。
そ
の
個
性
が

社
会
と
ぶ
つ
か
っ
た
反
作
用
が
、
趨

味
や
噌
好
、
文
化
で
す
。
個
別
文
化

主
義
も
、
グ
ロ

ー
バ
ル

化
の
反
作
用

日
本
人
は

と
し
て
起
こ
っ
て
い
る
。
ふ
つ
う
の

国
際
社
会
の
経
験
や

(株)ジエティクリエイティブサービ。ス

自
信
が
な
い
。
日
本
の
文
化
的
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主
張
で
き
ず
に
、

」
れ
で
い
い
や
と
居
直
っ
て
自
分
の

人
生
を
良
し
と
す
る
。
で
も
、
他
者

橋

爪

大

や
世
界
に
対
す
る
関
心
を
忘
れ
て
は

橋 爪大三郎

'!IO;~工j業大学教授。東京工業大

学大学続枕会理工学研究科 I1冊
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あ
る
と

い
け
な
い
。
こ
の
両
面
的
な
感
覚
が

理
解
力
が
高
く
な
る
が

自
分
流
の
価
値
を
主
張
す
る
パ
ワ

l

p21 

は
弱
ま
る
。
「
こ
れ
で
良
い
の
か
」
と

『分』

で
し
ょ
う
。

い
う
思
い
が
ま
さ
に
「
分
」
の
精
神
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川
z
-
Z
52
Z
号

-z
一一-
5
5
5
2
5
z
z
-

ぽ

A
羽

4
4
こ
う
分
析
し
た
H
写
真
。

…
kyH写
3

官
庁
が
大
き
な
権
限
を

t

・1
・:・

2

・:

握
り
政
治
家
の
立
案
能
力

…

進
む
さ
道
示
せ
ず

が
低
い
た
め
、
あ
る
は
ず

O
f
-
-党
内
人
気
も
力
の
政
権
交
代
が
な
い
、
と

M
E
も
な
い
首
相
を
、
野
党
指
摘
。
「日本
人
は
目
的

山
と
無
党
派
が
支
え
て
い

に
向
け
合理
的
な
手
段
を

川
る
。
ポ
ー
ズ
だ
けの
首
相
探
る
思
考
が
欠
け
、
お
上

山
に
改
革
の
中
身
を
求
め
な

意
識
も
担
強
い
」と
し
た

o

M

い
国
民
に
も
買
任
が
あ

「
各
国
が
自
分
の
様
式

川
る
旬。

東
玉
大
大
学
院
の
で
動
き
始
め
た
の
に
、
白

川
橋
爪
大
三
郎
教
授
(
社
会
本
の
進
む
べ
き
道
を
誰
も

山
学
)
は
二
十
四
日
、
諏
訪

示
し
て
い
な
い」

二
政治

川
市
で
の
信
毎
セ
ミ
ナ
ー
で

・経
済
の
危
機
を
乗
り
越

え
る
た
め
に

は
、
独
自
に

情
報
を
分
析

し
判
断
す
る

必
要
が
あ
る

と
訴『え
た
。

ぉ矛(1
広
一
W

，夢
MP

n
約
向
ぷ

Jι.DG>・

.lOO 3 -斗。
(株)文筆春秋 2003.8.1発行

こ
と
が
、
冷
戦
の
帰
結
だ
っ
た
。

冷
戦
が
終
わ
り
、
世
界
は
、
ア
メ
リ
カ
の
一
極

支
配
に
移
行
し
た
。
ソ
連
の
代
わ
り
に
、
ア
メ
リ

カ
の
敵
と
し
て
登
場
し
た
の
が
、
北
朝
鮮
の
よ
う

な

「
な
ら
ず
者
国
家
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
が

核
武
装
し
た
ら
ど
う
な
る
か
。

「
な
ら
ず
者
国
家
し
の
核
兵
器
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト

の
手
に
渡
る
可
能
性
が
あ
る
。
テ
ロ
リ
ス
ト
は
、

国
土
を
持
た
ず
人
民
に
対
す
る
責
任
も
な
い
の

で
、
報
復
を
恐
れ
な
い
。
「
な
ら
ず
者
国
家
」
も
、

人
民
の
こ
と
な
ど
意
に
介
さ
な
い
独
裁
政
権
な
の

で
、
冒
険
主
義
的
行
動
を
た
め
ら
わ
な
い
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
核
抑
止
力
が
効
か
な
い
。
つ
ま
り
核

兵
器
は
、
い
ま
や
使
え
る
兵
器
な
の
で
あ
る
。

核
兵
器
は
、
通
常
兵
力
を
営
々
と
維
持
す
る
の

に
比
べ
れ
ば
、
安
上
が
り
で
あ
る
(費
用
・
対
・

効
果
が
高
い
)
。
そ
こ
で
、
隣
国
が
核
武
装
す
る

な
ら
、
自
国
も
核
武
装
す
る
こ
と
は
合
理
的
で
あ

る
。
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
は
、
こ
の
よ
う
に
核

武
装
を
し
て
に
ら
み
あ
い
、
二

O
O
二
年
の
春
は

一
触
即
発
の
状
態
に
ま
で
な
っ
た
。

北
朝
鮮
が
核
武
装
し
て
、
日
本
の
脅
威
と
な
っ

た
と
し
よ
う
。
日
本
が
核
攻
撃
を
受
け
た
場
合
、

ア
メ
リ
カ
が
確
実
に
核
で
反
撃
し
て
く
れ
る
か
ど
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核
武
装
を
、
日
本
人
が
現
実
の
問
題
と
し
て
議

論
す
る
よ
う
に
な
っ
た
噌
冷
戦
が
完
全
に
過
去
の

も
の
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

冷
戦
の
当
時
、
ご
う
し
た
議
論
は
、
非
現
実
的

だ
っ
た
。

冷
戦
の
構
造
に
つ
い
て
、
露
目
し
て
お
こ
う
。

米
ソ
の
両
核
大
国
が
、
大
量
の
核
弾
頭
っ
き
ミ
サ

イ
ル

(
I
C
B
M
〉
で
、
互
い
を
狙
っ
て
い
た
。

不
意
の
先
制
核
攻
撃
を
受
け
て
も
、
残
っ
た
核
兵

器
で
、
相
手
国
を
完
全
に
破
壊
で
き
る
。
相
互
確

証
破
壊
〈
M
A
D
V
の
戦
略
が
、
核
戦
争
を
抑
止

う
か
が
、
ま
ず
疑
問
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
核
弾

頭
を
搭
載
し
た
北
朝
鮮
の
テ
ポ
ド
ン
が
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
あ
た
り
に
飛
ん
で
く
る
の
は
、
ア
メ

リ
カ
の
悪
夢
だ
ろ
う
。
第
二
に
、
ア
メ
リ
カ
が
核

で
反
撃
す
る
か
も
と
予
想
し
た
ぐ
ら
い
で
、
北
朝

鮮
は
核
の
先
制
使
用
を
た
め
ら
わ
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
そ
う
思
わ
せ
て
お
く
ぐ
ら
い
で
な
い
と
、

こ
の
国
は
も
た
な
い
。

そ
れ
で
は
、
北
朝
鮮
の
核
の
脅
威
に
対
抗
し

て
、
日
本
も
核
武
装
す
べ
き
な
の
か
。

日
本
が
核
を
も
っ
た
と
し
て
も
、
先
制
使
用
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
核
攻
撃
を
受
け
た
と
き
の
反

撃
、
す
な
わ
ち
抑
止
力
と
し
て
で
あ
ろ
う
。
け
れ

ど
も
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
、
抑
止
の
効
果
が
あ
る

か
疑
わ
し
い
。
日
本
が
核
兵
器
を
も
っ
た
と
し
て

も
、
北
朝
鮮
は
、
核
兵
器
の
先
制
使
用
を
た
め
ら

わ
な
い
可
能
性
が
高
い
し
、
そ
れ
な
ら
、
核
兵
器

を
も
っ
意
味
が
な
い
。
日
本
と
北
朝
鮮
の
聞
に

「
冷
戦
」
は
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。

北
朝
鮮
の
核
の
脅
威
に
対
抗
す
る
な
ら
、
核
兵

器
よ
り
も
、

M
D
(
ミ
サ
イ
ル
防
衛
)
や
、
攻
撃

的
な
通
常
兵
器
(
長
距
離
爆
撃
機
や
巡
航
ミ
サ
イ

ル
〉
の
配
備
の
ほ
う
が
、
ま
だ
し
も
効
果
が
あ

る
。
核
兵
器
に
よ
る
報
復
は
、
ア
メ
リ
カ
に
任

し
て
い
た
。

米
ソ
以
外
の
各
国
は
、
両
陣
営
の
ど
ち
ら
か
に

属
し
、
核
の
傘
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
。
ぞ
う
し
た

国
々
は
、
万

一
核
兵
器
で
攻
撃
さ
れ
た
ら
、
確
実

に
核
で
反
撃
し
て
も
ら
え
る
と
期
待
で
き
た
。
英

仏
、
中
国
な
ど
一
部
の
国
を
除
け
ば
、
核
武
装
す

る
能
力
も
動
機
も
存
在
し
な
か

っ
た。

通
常
兵
器
に
よ
る
侵
攻
は
、
核
兵
器
に
よ
っ
て

反
撃
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
。
そ
し
て
、
核

の
先
制
使
用
は
、
確
実
に
反
撃
を
喰
ら
う
こ
と
。

要
す
る
に
、
核
兵
器
は
使
え
な
い
兵
器
だ
と
い
う

せ
て
お
く
の
が
よ
い
。
通
常
兵
器
は
、
状
況
に

応
じ
て
、
先
制
攻
撃
に
使
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
と
北
朝
鮮
が
考
え
、
抑
止
力
に
な
る
か
ら
で

あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
、
小
型
の
戦
術
核
弾
頭
の
開
発
を

急
い
で
い
る
。
戦
略
核
兵
器
は
、
民
間
人
に
多
く

の
犠
牲
が
出
る
た
め
、
先
制
使
用
が
で
き
な
い
兵

器
な
の
で
、
「
な
ら
ず
者
国
家
」
に
対
し
て
抑
止

力
に
な
ら
な
い
。
目
標
を
個
別
に
破
壊
で
き
る

小
型
の
核
兵
器
を
配
備
し
て
、
「
圧
力
」
を
強

め
よ
う
と
す
る
の
は
当
然
だ
。
ア
メ
リ
カ
は
、

核
抑
止
力
を
取
り
戻
そ
う
と
、
や
る
気
を
み
せ

て
い
る
。

日
本
の
核
武
装
は
、
中
国
の
嘗
戒
を
う
む
だ
ろ

う
し
、
ア
メ
リ
カ
と
の
同
盟
関
係
も
変
質
す
る
。

予
測
の
む
ず
か
し
い
複
雑
な
連
立
方
程
式
を
解
か

な
い
と
、
日
本
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
あ
る
と
は
言

え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
の
に
、
反
米
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
に
浮
か
さ
れ
て
核
武
装
を
語
る
の
は
、
無

責
任
極
ま
り
な
い
。
い
ま
は
、
北
朝
鮮
の
核
武
装

を
阻
止
す
る
た
め
の
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す

る
国
際
的
な
共
同
作
業
に
、
あ
ら
ゆ
る
手
だ
て
を

尽
く
し
て
協
力
す
る
こ
と
が
、
な
に
よ
り
大
切

だ
b
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